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第５巻

2020年度　累計卒業生数

大　学　院　計	 1,697名

大　　学　計	 32,353名

短　　大　計	 9,487名

高　　校　計	 20,863名

合　　計　計	 64,400名

酪農義塾　計	 303名

酪農学校　計

	 ＊91,517名

総合計

	 156,220名

地区支部の設置状況（　）は未設置

北海道１区：石狩　３支部（１）（江別）
北海道２区：道央　６支部（２）（空知１）（胆振２）
北海道３区：道南　５支部（２）（後志１）（後志２）
北海道４区：道北　６支部（１）（留萌１）
北海道５区：道東　６支部（０）計26支部（６）

東　北　地　区：６支部（０）
関東甲信越地区：10支部（０）
中　部　地　区：７支部（０）
近　畿　地　区：６支部（０）
中　国　地　区：５支部（０）
四　国　地　区：４支部（０）
九　州　地　区：８支部（０）計46支部（０）

発行日2022年１月１日

巻頭言

新型コロナウイルス感染終息と
同窓会活動再開を願って

酪農学園同窓会　　　　　　

会長代行　加藤　清雄
　明けましておめでとうございます。
　新型コロナウイルス感染は終息を
期待させるかのように減少したかと
思えば、旅行や飲食店活動など経済
活動を再開したとたんに新たな感染
の波が到来し第５波まで繰り返しま
した。
　医療や疫学の専門家は第６波の到来は必至であると警告を
発しておりますが、第６波の到来もなく健やかな正月を迎え
ておられることを祈っております。
　コロナ禍の中で同窓生が集い親睦を深め、同窓会や学園の
将来を語り合う従来の同窓会活動を実施することはかないま
せんでした。昨年の主要な活動は学生に対し食料支援活動を
行ったことです。
　７月に一人暮らしの生活困窮学生900名を対象にお米や缶
詰等の食料品およびマスクなどの衛生用品を配布いたしま
した。9月には道内の卒業生農家を中心に呼びかけ提供され
た農産物や食料品および石けん等の衛生用品を困窮学生約
1000名に配布いたしました。
　また昨年は1年遅れで東京オリンピックが開催されました
が、とわの森三愛高校の卒業生2名・男子バレーボールの山
本智大さんと女子バドミントンの松本麻佑さんがオリンピッ
ク出場を果たされ、その活躍振りは酪農学園と学園卒業生の

誇りであり感動を与えていただきました。お二人を応援すべ
くとわの森三愛高校内に「2020東京オリンピック出場選手と
わの森応援団」が設立され、同窓会からは激励横断幕を寄贈
いたしました。
　国内でのコロナ騒動は終息に向かっておりますが、世界的
にはワクチン摂取の普及が十分でなくコロナが依然として猛
威を振るっている国があります。しばらくは感染防止対策を
講じたウィズコロナの生活が余儀なくされますが、同窓会活
動が再開できることを願っております。
　小山前会長辞任後不在となっている会長選出、酪農学園同
窓会への統合推進、未結成支部の結成促進、2023年度に迎え
る同窓会設立50周年記念事業など課題が山積しております。
早く新会長体制が整い同窓会活動が推進されることを祈って
おります。
　年頭に当たり、皆様のご健康とご繁栄を心より祈念し新年
のご挨拶といたします。

同窓会からのお知らせ
　酪農学園同窓生の皆様には謹んで初春のお慶びを申し
上げます。平素より同窓会の諸活動にご協力を賜り、心
よりお礼を申し上げます。
　さて、本年度より「同窓会だより」が年１回の１月１
日発行となりました。それに合わせて「お年玉プレゼント」
を企画しましたので初春の運試しをお願いします。
　応募方法は別添の送付状に記載しておりますので封筒
記載の固有番号と照合の上、当選者は申込をお願いしま
す。
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同窓会理事会開催延期と書面議決経過報告

　理事会は、当初４月16日開催予定のため２月初旬に各役員
にご案内し、数名の方からはすでにご出席のお返事を頂戴し
ておりました。
　しかしコロナウイルス感染拡大や開催延期のご意見を頂戴
し、急遽３月26日の三役会において、安全最優先として無期
延期を決定いたしました。宿泊手配等すでにご準備されてい
た方には大変ご迷惑をおかけしました。
　今年は役員改選年でもあり、三役会において書面議決によ
り理事会に諮り、その後、理事会結果を受けて、代議員会に
改めて書面議決を行うことになりました。

議案
１）2020年度事業報告＆収支決算
２）2020年度単位・地区支部活動報告
３）2021年度事業計画＆収支予算（案）
４）役員改選（案）
５）その他
　４）の役員改選における会長・副会長の選任は会則により「理
事の互選」となっております。
　そのため、ワクチン接種とコロナ禍の沈静化の動向を見な
がら、安全が確保される段階で、改めて理事会・代議員会を
開催して、新理事の互選により選定していく予定となってお
ります。

５月末日締切の理事会の書面議決結果は以下のとおり。
　　書面議決発送部数　理事・監事　32通／32名
１）2020年度事業報告並びに収支決算について 
　承認17名　否認０名　一任２名　無回答11名
　理事等過半数16名　
２）2020年度各単位同窓会・地区支部同窓会活動報告につい
て
　承認17名　否認０名　一任２名　無回答11名
　理事等過半数16名

３）2021年度事業計画並びに収支予算について（案）
　承認17名　否認０名　一任３名　無回答11名
　理事等過半数16名

４）役員改選（案）について 
（なお、会長・副会長の選任は、会則により「理事の互選」で
後日選出予定）。
　承認15名　否認０名　一任４名　無回答11名
　理事等過半数16名

５）その他 
（役員改選等に伴う代議員の変更等）
　承認14名　否認０名　一任４名　無回答11名
　理事等過半数16名

　上記の結果、議案１）から議案５）について、一任を含め
て過半数の承認が得られました。
　この結果とご意見を添えて、右記の代議員会の書面議決を
進めていきました。

理事会・代議員会開催延期と書面議決について
　５月22日（土）開催予定の代議員会は、左記の三役会にお
いて、安全が確保されるまでの間、理事会同様に「無期延期」
となっております。
　そのため理事会での書面議決結果を受けて、代議員会への
書面議決を行いました。
　その結果、理事会同様に、議案書の提案をご了承いただき
ました。当面の事業運営に関しては、代議員から議案書の書
面承認をいただきながら、暫定運用させていただくことにな
りました。
　今後の予定ですが、新型コロナウイルス沈静化後、会議開
催が可能になりましたら、改めて理事・代議員には会議開催
のご案内をお送りし、新会長・副会長を決定していただくこ
とになっております。

以下のとおり代議員会での書面議決結果をとりまとめました
のでお知らせいたします。
　　書面議決発送部数　　代議員　52通/56名

議案
１）2020年度事業報告並びに収支決算について（３頁参照）
　承認34名　否認０名　一任６名　無回答12名
　代議員過半数28名
２）2020年度各単位同窓会・地区支部同窓会活動報告につい
て
　承認34名　否認０名　一任６名　無回答12名
　代議員過半数28名
３）2021年度事業計画並びに収支予算について（案）
　承認34名　否認０名　一任６名　無回答12名
　代議員過半数28名
４）役員改選（案）について （３頁参照）
　（�なお、会長・副会長の選任は、会則により「理事の互選」

で後日選出予定）。
　承認32名　否認０名　一任８名　無回答12名
　代議員過半数28名　　　　　
５）その他 
　（役員改選等に伴う代議員の変更等）
　承認31名　否認０名　一任９名　無回答12名
　代議員過半数28名　　　　　

　上記の結果、議案１）～議案５）について、承認される方
が代議員総数56名の過半数に達しておりますのでご承認いた
だいたことをお知らせいたします。
� 以　上

　なお、今年度は期中に堂地新学長からコロナ禍に伴う困窮
学生への食支援の協力依頼があり、会長・副会長の了承のもと、
７月末と９月末の２回、食支援事業を実施しています。詳細
報告は５頁をご覧下さい。

酪農学園同窓会理事会・代議員会報告
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2020年度　一般会計収支決算書
自 2020年4月 1日 至　2021年3月31日

科　　　目 20予算額（C） 20決算額（B） 差異（C-B） 備　考

単位同窓会負
担金 957,374 957,374 0 単位同窓会

住所管理業務
受託金 2,600,000 2,600,000 0 酪農学園より受

託
募集活動業務
受託金 3,000,000 1,500,000 1,500,000 酪農学園より受

託
同窓生会館管
理業務受託金 1,800,000 1,800,000 0 酪農学園より受

託
酪農学校学籍
業務受託金 500,000 500,000 0 酪農学園より受

託
貴農同志会業
務受託金 240,000 240,000 0 貴農同志会より

受託
校友会業務受
託金 2,700,000 2,590,949 109,051 校友会費から

受取利息金 76 118 －42 　

雑収入
（寄付金） 0 0 0 　

校友会地区支
部助成金 7,044,000 7,044,000 0 802名 ×9,500

－返還金1/3
当年度収入計

（Ａ） 18,841,450 17,232,441 1,609,009 　

前年度繰越金 10,987,413 10,987,413 0 　

収入合計
（Ｂ） 29,828,863 28,219,854 1,609,009 　

　 　 　 　

人件費 2,670,000 2,670,000 0 １名

人件費（委託
費から変更） 5,400,000 4,531,050 868,950 ２名

運営費 800,000 1,839,028 －1,039,028 　

　（法定福利費） 0 1,064,333 －1,064,333 　

　（消耗品費） 120,000 183,518 －63,518 事務用品等

　（光熱水費） 390,000 335,427 54,573 電気・灯油・下
水道

　（旅費交通費） 10,000 0 10,000 交通費

　（通信費） 20,000 8,680 11,320 電話代

　（福利厚生費） 100,000 108,220 －8,220 香典、傷害保険
等

　（印刷製本費） 0 49,500 －49,500 肖像写真費

　（雑費） 160,000 89,350 70,650 振込手数料等

住所等調査費 50,000 18,786 31,214 調査資料購入費

募集活動業務
費 200,000 0 200,000 入試説明会会場

費等
生涯学習講座
運営費 1,300,000 20,000 1,280,000 同窓会助成金

特別会計繰入
金 1,000,000 1,000,000 0 施設管理費

事業費（地区
支部助成金） 7,600,000 1,198,589 6,401,411

　（活動費） 1,000,000 29,000 971,000 総会等活動助成
金

　（通信費） 1,500,000 280,600 1,219,400 総会案内郵送料
等

　（旅費交通費） 3,800,000 57,300 3,742,700 地区支部長会議
等

　（会議費） 300,000 20,780 279,220 会場費等

　（印刷製本費） 1,000,000 810,909 189,091 会報発行費等

予備費 10,808,863 0 10,808,863 　

当年度支出計
（Ｃ） 29,828,863 11,277,453 18,551,410 　

当年収支差額
（Ａ－Ｃ） －10,987,413 5,954,988 －16,942,401 　

次年度繰越金
（Ｂ－Ｃ） 0 16,942,401 －16,942,401 　

2020年度　特別会計収支決算書
自　2020年4月 1日 至　2021年3月31日

科目 20予算額（C） 20決算額（B） 差異（C-B） 備　考

前年度繰越金 3,812,469 3,812,469 0 　

一般会計から
の繰入金 1,000,000 1,000,000 0 施設管理費

寄付金 0 　0 0 　

受取利息金 500 233 267 　

収入合計 4,812,969 4,812,702 267 　

基金取崩 0 0 0 　

支出合計 0 0 0 　

次年度繰越金 4,812,969 4,812,702 267 　

同窓会役員(理事・監事)一覧
(任期:2021～2023)　2022.1.1現在　* 未定 

役職名 氏　名 所　属

顧　問 野村　　武 大学（獣医１期）卒

会長代行* 加藤　清雄 大学（獣医５期）卒

副会長*

浅野　政輝 とわの森三愛高校（酪農経営１期）卒（高校同窓会長）

黒澤　敬三 短大（Ⅱコース９期）卒（短大同窓会）

岡田　　勉 関東甲信越会長（大学酪農２期）卒

理　事
（単位同窓会）
　高校� ５名
　短大� ３名
　大学� ９名
　計� 17名

（地区同窓会）
� 12名
(12地区）
� １名

（関東甲信越）
　計� 13名

総計� 30名

長井　信之 機農高校（酪農経営11期）卒

三宅　幸治 機農高校（農業科10期）卒

幸田　幸弘 短期大学（酪農25期）卒

炭谷　輝男 短期大学（Ⅱコース５期）卒

山﨑　惠子 三愛女子高校（普通科６期）卒

野原　康一 とわの森三愛高（普通科６期）卒

野　　英二 大学（酪農11期）卒（校友会会長）

岡本　英竜 大学（酪農24期）卒

中出　哲也 大学（獣医12期）卒

上村　篤正 大学（食科１期）卒

浦上　　渉 大学（食流１期）卒

山崎　耕太 大学（環マネ１期）卒

志田　和仁 大学（地環１期）卒

上井　仁美 大学（生命３期）卒

下田　尊久 道１地区会長（大学酪農12期）卒

髙谷富士雄 道２地区会長（大学酪農７期）卒

都築　信夫 道３地区会長（大学酪農９期）卒

青木　哲也 道４地区会長（短大Ⅱコース２期）卒

菊地　誠道 道５地区会長（短大Ⅱコース５期）卒

遠藤　秀之 東北地区会長（大学酪農16期）卒

福山　二仁 関東甲信越副会長（大学獣医３期）卒

藤井　敏夫 中部地区会長（大学酪農９期）卒

山本　浩光 近畿地区会長（大学酪農８期）卒

髙蓋　和朗 中国地区会長（大学酪農６期）卒

渡辺　博文 四国地区会長（機農酪農経営１期）卒

樺木野　昂 九州地区会長（大学酪農７期）卒

監　事　２名
伊藤　明美 短期大学（教養１期）卒

立川　直生 大学（地域環境４期）卒
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� 2021年９月末日
関係者各位
� 2020東京オリンピック出場選手　とわの森応援団

2020東京オリンピック出場選手への
応援に関わる寄付について（お礼）

　拝啓　時折吹く風に秋の気配を感じるこの頃、酪農学園大
学附属とわの森三愛高等学校関係者各位におかれましては、
ご健勝にお過ごしのこととお慶び申し上げます。

　このたび、「2020東京オリンピック出場選手　とわの森応
援団」を結成し、選手の応援、大会終了後の凱旋行事などの
趣旨にご賛同いただき、多くの方々からあたたかいご芳志を
いただいたことに感謝申し上げます。
　皆様方からの寄付金を活用し、大会開幕前には国道12号線
への横断幕の設置、本校HPにおける両選手への応援動画の
作成、大会期間中は、感染対策を徹底しながら、各競技の校
内観戦会を実施し、当該部活動に所属している在校生と本校
教職員など限られた人数での応援とし、卒業生の活躍を目に
することができました。
　両選手ともベスト８と、本人たちが望んでいたものとは違
う結果かもしれませんが、全力で立ち向かう姿に感動と勇気
を与えてもらい、これから続こうとする在校生たちの刺激に
もなりました。
　今後、山本智大選手、松本麻佑選手の大会報告に来校して
いただいた時の花束などの費用や両選手から寄贈していただ
いたオリンピックユニフォームをはじめとする関連グッズな
どを学校内に展示する費用に使用させていただきます。
　今後の報告は、酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校ホー
ムページに掲載させていただきますので、ご確認ください。
本当にありがとうございました。

〇寄付合計金額　853,020円
　内訳　酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校教育振興会
200,000円
酪農学園同窓会　　200,000円
酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校　100,000円
個人寄付（45件）　353,020円

2020東京オリンピック出場選手への応援お礼
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概要報告

　学生向けの支援事業第二弾、第三弾のご紹介
　５月27日付で堂地修学長より小山久一前校友会会長宛に
コロナ禍に伴う困窮学生への食支援協力依頼がありました。
　同窓会では、７月末と９月末に２回、1,000名の学生への
食支援事業を計画し、７月末は大学同窓会校友会後援、９月
末は大学同窓会校友会と酪農学園同窓会が後援して実施しま
した。
　７月末は大学の連携協定先である「ＪA道央」のご協力で
約900名の学生にお米やレトルトカレー、ラーメン等を配布
しました。
　９月末は右記の同窓生等の多大なご協力をいただき、農産
物（じゃがいも、玉葱、人参）とお米、レトルトカレー等を1,000
名を超える学生に配布することが出来ました。
　準備段階から学生支援課等や学長・副学長にご協力を賜り、
無事終了することが出来ました。ご協力いただいた学園関係
者の方々に誌面をお借りして厚くお礼を申し上げます。
　また、同窓生の方々の母校に対する思いに深く感謝申し上
げます。以下に堂地学長からのお礼文を紹介いたします。

お礼

　この度の「食の支援事業」にご協力いただいた同窓生や農
場のご芳名（敬称略）は次のとおりです。ありがとうござい
ました。
宮内　誠（大酪）（群馬県）、小林　一太（短酪）（群馬県）他
群馬県支部、小嶋　聖（大獣）（宮崎県）他宮崎県支部、徳
留　和夫（大酪）（宮崎県）、長太　雅則（短Ⅱ）（札幌市）、
伊藤　博明（短酪）（深川市）、細川　悟（大経）（岩見沢市）、
中易　徹（短酪）（妹背牛町）、板垣　義一（大経）（北竜町）、
荒山　直人（大酪）（新十津川町）、有野　翔大（三普）（江別
市）、志賀　貴洋（短酪）（新篠津村）、飯島　勝（大獣）（士
幌町）他十勝支部、南　繁（大獣）（千歳市）前川　隆（短
酪）（美唄市）、岡林　環樹（大獣）（宮崎県）、山田　豊（大
経）（江別市）、野村　武（大獣）（江別市）、松浦　農園（千
歳市）、畠野　健一（短Ⅱ）（陸別町）、橋原　清（短Ⅱ）（士
幌町）、髙谷富士雄（機農/大酪）（滝川市）他北空知支部
� （受付順）
以下に食の支援事業風景をお知らせします。

困窮学生への「食の支援事業」開催報告

酪農学園同窓生　様

コロナ禍における
学生支援に対するお礼

　平素より酪農学園大学の教育活動にご理解とご協力を
賜り、厚く感謝申し上げます。
  時下、全国の大学は新型コロナウイルス感染症の拡大
に伴い、これまで経験したことがない厳しい環境に直面
しています。
　本学では学生の安全を最優先に考えオンライン授業の
実施、パーティションの設置による施設の感染予防対策
をするなど、このような状況下でも教育を維持するよう
教職員が一丸となって日々取り組んでいます。
　学生への影響は学習面や課外活動のみならず、日々の
生活面にも現れています。道外出身者が６割を占める本
学では、保護者からの仕送りや自らのアルバイト収入に
より生計を賄っている学生も多数おります。コロナ禍に
よりアルバイト先の休業による収入減や保護者の家計急
変による仕送りの減少などにより、生活費を切り詰めざ
る得ない状況となっています。
　今回、このようなことから同窓生の方々の温かいご支
援で、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている学
生へ食糧を提供していただいたことに深くお礼申し上げ
ます。
　同窓生の皆様におかれましてもコロナ禍のため大変な
時期とは思いますが、どうぞご自愛ください。

� 2021年10月吉日
� 酪農学園大学　学長　堂地　修

同窓会だより第5巻-第1号.indd   5同窓会だより第5巻-第1号.indd   5 2021/11/25   9:02:222021/11/25   9:02:22



酪農学園同窓会だより

6

母校への感謝を同窓会活動に‼

� 兵庫県支部事務局長
� 近畿地区緑風会会長　河野雅晴

　私は、農業経済学科11期生（s50
年卒久米ゼミ）です。卒業後、郷
里の兵庫県で農業高校の教員とな
り、退職まで37年間、勤めさせて
いただきました。
　担当科目は主に食品製造、部活
は剣道部（監督と生徒に恵まれ、
インターハイ２回出場）、分掌は主
に生徒指導部でした。
　大学では、少林寺拳法部に所属
しておりました。両肩の古傷によ
り殆ど稽古に参加できず、何度か
退部しようと思いましたが、同級生の励ましで留まり主務を
務めさせていただきました（現在は手術により完治）。これら
酪農学園大学での学びが私の教育活動に大いに役立ちました。
　お世話になった大学に恩返しが出来たら、また、同窓生の
繋がりを生活や仕事に役立ててもらえればとの思いで同窓会
兵庫県支部（h26設立、支部長：小河晴夫・獣医s46卒、会
員764名）や近畿地区緑風会（h25設立、会員71名）の活動
に微力ながら携わって参りました。これらの活動は、役員・
会員の皆さまの理解と協力によって進められており、同窓会
本部をはじめ大学関係者の皆さまのご支援に心より感謝申し
上げます。
　同窓会は、自営・会社・行政・教育等多様な職種の方々と
お会いでき、同じ酪農学園の卒業生ということで直ぐに親し
くなれます。視野が広められ、そのネットワークが生活や仕
事に活用できる素晴らしい組織ではないかと私の経験を通じ
て感じております。
　緑風会は、教育に携わる同窓生と大学関係者の集まりです。
会員相互の研鑽と親睦を図り、近畿を一つに助け合い、励ま
し合える気楽な組織になればと念じております。　　
　その一つとして、前回（r １）の総会で担当科目を掲載し
た会員名簿を作成し、配布することが決まりました。また、
大学の学生募集や教員養成に協力し、大学との連携（試験研
究や出張講座の活用等）を図ることができます。緑風会は、
未だ北海道以外には、この近畿地区緑風会しか支部がなく、
東京の某農業大学と比較になりません。近畿地区緑風会が起
爆剤となり全国展開することを願っております。支部設立の
ためなら、いつでも準備から設立に至るまでの資料を送らせ
ていただきます。気軽に下記の携帯又はアドレスにご連絡く
ださい。
　新型コロナウイルスの影響で昨年度から同窓会、緑風会の
どちらも総会が途絶えています。今後、コロナの収束状況を
計りながら再開できることを願っております。

宮崎県支部の近況報告

� 宮崎県支部長　小嶋　聖

　全国の同窓生の皆様、新年おめ
でとうございます。
　宮崎県支部の近況報告ですが、
本県卒業生は100名を超え、地元農
畜産業を中心にその関連産業や行
政等で活躍されております。新型
コロナウイルス感染症により、社
会生活は一変し支部活動も延期と
なっております。また、２年に１
度九州全体で実施され毎回大盛況
の九州地区連合同窓会も延期が続
いており、当番県の方々も大変ご
苦労されております。
　九州地区連合同窓会は歴史が長く「阿蘇酪農ゼミナール」
が前身で昭和44年に発足、当時は毎年５県を持ち回り家族同
伴で開催されておりました。現在は２年に１回の開催となり
九州全県で持ち回り家族同伴を維持しながら行われておりま
す。本県は発足当時から支部長として長きにわたり酪農学科
卒業の故藤本幸雄氏にお世話していただきました。
　平成28年の本県での同窓会開催を前に体調を崩され参加は
かないませんでした。一時は体調も安定されていたものの、
残念ながら昨年１月にお亡くなりになられました。その際に
は、ご子息より幼少期に家族で各県を同窓会で訪れた思い出
や、卒業生同士の強い絆に感銘を受けたというお話をいただ
きました。改めて同窓会の歴史の長さと会員同士の結びつき
を感じました。謹んでお悔やみ申し上げます。
　このように交流活動の盛んな九州地区ですが、学生時代に
苦楽を共にした友人や先生方との思い出があってこそだと思
います。しかし、このコロナ禍で在校生の学校生活はどうで
しょうか？対面授業からリモート授業、様々な学内活動の自
粛等で友人や先生方とも会えずアルバイトも出来ない・・・「大
学生活を謳歌」とは程遠いのではないでしょうか。
　昨年９月、同窓会事務局より一人暮らしの学生等への生活
支援事業協力の連絡がありました。そこで、本県支部と個人
の方々より支援事業に協力していただきました。在校生には
少しでも楽しい学生生活を送ってほしいものです。
　同窓会理事会・代議員会において卒業生が大学に寄付をし
やすい環境を整えていただくように要望しておりました。“つ
いに”webからの寄付が可能になったようです。18歳人口が
減少し学生の取り合いが激化し、大学経営も非常に厳しい時
代を迎えました。地球規模で環境破壊に伴う異常気象や人口
増加による食料不足が目に見える形で表れてきております。
　酪農学園の創設者である黒澤酉蔵先生は昭和初期には循環
農法を確信されています。今まさにその循環型社会の重要性
が世界規模で叫ばれ、今後益々食と農における酪農学園の存
在意義が問われるのではないでしょうか。私たち卒業生は少
額でも持続的な寄付を行い、目先の研究だけではなく、持続
的な研究ができる環境づくりの一翼を担えればと思います。
一方、大学には教育・知の循環として研究成果を社会に還元
していただき卒後教育にもより一層力を入れていただきたい
と思います。
　本年は平穏で当たり前の日常が送れますように。

同窓会　北から南から　（同窓会掲示板）

連絡先　河野雅晴
携　帯　090-6238-4392
E-mail　kouno-m@galaxy.ocn.ne.jp
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●追悼　石田　貞夫氏（79歳）(札幌市) �

大学酪農学科１期生
2021年１月30日ご逝去
初代大学同窓会校友会会長
当会副会長（1973.5～2013.5)

　石田貞夫さんは1960年４月、酪農学園大学開校と同時に
入学された一期生です。そして、４年後、卒業と同時に酪農
学科同窓会の発足に当たり、初代会長としてその任を担われ
ました。開校当時は酪農学部酪農学科の単科でしたので、当
然同窓会は酪農学科同窓会でしたが、その後、農業経済学科、
獣医学科と次々に新学科が設置され、新学科も卒業生を世に
送り出すことになります。大学の長子としての酪農学科同窓
会は、各学科同窓会の連帯・連携・協力を意識し、1989年に
大学校友会設立への働きかけを経て改組し、酪農学園同窓会
校友会として正式に酪農学園に位置づけられるようになりま
した。この大変なエネルギーのいる事業は石田貞夫会長の先
頭に立った働きによるものです。
� －横山明光氏追悼文より―

●追悼　中井　保博氏（87歳）（栗山町） �

野幌機農高校農業科８期生
2021年１月５日ご逝去
機農高等学校同窓会長
当会副会長（1991.5～2009.5)

　学園の礎である野幌機農高校の卒業生であり、酪農義塾か
らの実学教育と健土健民の精神を黒澤酉蔵先生から学びまし
た。そして、学生時代はその体格を活かし、相撲部で活躍し
ました。
　卒業後は、栗沢町で農業を営み、菌床しいたけ栽培に取り
組み生産技術の向上に絶え間ない努力を続け、生産量、品質
ともに道内でも代表するしいたけ生産者となりました。
　道組織である「北海道きのこ生産振興会」の会長も務め、
この間、品評会や研修会を開催するなど、道内きのこ生産者
の生産技術の向上や経営安定、道産きのこの消費拡大に尽力
されました。
　現在の酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校が、1991年
の学校統合により、統合高校卒業生を「とわの森三愛高等学
校同窓会」としてスタートし、機農学校以来の同窓会を「機
農会」と改組され、三愛女子高以来のものを「三愛会」とす
ることとなりました。
　同時に、三つの組織が集まって「とわの森三愛高等学校同
窓会連合会」を結成し、当時「機農会」の会長であった中井
氏が連合会の初代会長に就任されました。また、酪農学園同
窓会連合会の副会長としても、長きにわたり酪農学園の発展
のために尽力いただきました。

●追悼　生出　正実氏 (85歳）(せたな町） �

短期大学酪農科９期生、
大学酪農学科１期生
2021年６月17日ご逝去
北海道第三地区（道南）
北桧山支部長(1989～2010)

　同窓会道南地区の重鎮である生出正実氏がご逝去されまし
た。７月10日の北海道新聞夕刊には西川求氏の追悼文が掲載
されています。「コロナ禍が落ち着いたらまた一緒にフィリピ
ンに行こう」との約束が果たせなかったと悼む記事が紹介さ
れています。
　同窓生会館には生出さんが書かれた「砂漠にサフランの花
咲く（Ⅰ、Ⅱ合本自家製本）を所蔵しています。樋浦誠先生
の序文,神塚アーサー氏の序とともに瀬棚に入植された氏の
自叙伝です。ご一読をご希望の方はHPからメールでご連絡
下さい。

●追悼　勝部　忠氏（83歳）(島根県出雲市） �

短期大学酪農科８期生
2021年７月17日ご逝去
中国地区島根県支部
初代支部長(2017～2018)

　47都道府県の最後の支部であった島根県支部は2018年３
月11日に設立されました。その初代支部長をお引き受けいた
だいたのが勝部忠氏でした。体調不良にも関わらず、支部設
立にご尽力いただき、今日まで顧問として後進をご指導いた
だきました。
　勝部氏は元島根県中央酪農農協連合会代表理事専務として
島根県酪農の発展に多大な貢献をされた方でもあり、北海道
にも仔牛の買い付け等でよくお見えになったと先輩諸氏から
お聞きしていました。

単位同窓会・地区支部同窓会（追悼）
　今回より事務局にご報告いただいた同窓生の訃報を記載いたします。なお、同窓会活動にご尽力いただい
た役員や地区支部長の追悼文等をご紹介させていただきます。

同窓生お悔やみ欄
（2020.7.5)から（2021.7.4)の間にご逝去された方々を掲載。（敬称略）

機 農 高　越智　秋良、中井　保博、町田　　僓
短期大学　森谷　　茂、片山　勝章、板倉　敏雄、松橋　久治、
　　　　　髙橋　正道
大学酪農　石田　貞夫、生出　正実、藤本　幸雄、柴田　治彦、
　　　　　川口　宗美、後藤　昌弘、竹内　雅彦、石橋　　浩
大学農経　安藤　国広、富田　勇作、原田　宗夫、原　　勝巳
大学獣医　宮本　晧一、福田陽之助、芝　　一美、守永　正秀、
　　　　　高橋　伸一、佐々木瑛子
大学食流　小林　　聖
大学経環　廣上　貴哉
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HP：https://rakuno.org/

〒069-8501
北海道江別市文京台緑町582　　酪農学園同窓会
電話　011（386）1196
FAX　011（386）5987
Email：rg-dosok@rakuno.ac.jp
https：//rakuno.org

酪農学園同窓会は卒業生を応援します

酪農学園社会連携センターからのお知らせ
　同窓会の皆さまにおかれましては、日頃より、酪農学園社
会連携センターの運営等にご理解とご協力を賜り、心より感
謝申し上げます。また、昨今世界中で猛威を振るっている新
型コロナウイルスにより甚大な影響を受けておられる方々に、
心よりお見舞い申し上げます。
　さて、社会連携センターで運営しています公開講座や国際
交流事業等は、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、実
施が難しい状況が続く中で、徹底した感染拡大防止対策を講
じ、対面による講座の開催、オンライン形式での公開講座、
留学プログラム等実施し、地域社会への学びの機会の提供、
学生の語学力の向上、国際理解に繋がる取り組みを行ってい
ます。
　また、今年度から昨年度末に解散いたしました公益財団法
人酪農学園後援会の寄付事業を酪農学園が引継ぎ、社会連携
センターが担当部署として業務を取り進めております。過日、
事業継承に伴い、新たに「酪農学園基金」を創設いたしました。
　　「酪農学園基金」では、酪農学園大学および酪農学園大学
附属とわの森三愛高等学校における学生・生徒に対する支援
や教育環境の整備、教育研究支援を主な目的としています。
10月には、酪農学園同窓会および貴農同志会のご協力をいた
だき、同窓生、教職員OB・OGの皆さまにご案内を郵送いた
しました。新型コロナウイルスの感染拡大で事業活動及び日
常生活に大きな制約を被り、種々ご負担の生じているところ
でのお願いにも関わらず、皆さまから多大なるご支援を賜り
まして、深く感謝申し上げます。
　改めてのお願いとはなりますが、酪農学園の教育・研究の
充実のためには、皆さまからのより一層のご支援が不可欠で
ございます。「酪農学園基金」の趣旨にご理解いただき、ご支
援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
　最後に「酪農学園チ･カ･
ホdeマルシェ」についての
お知らせです。昨年２月に
札幌市の地下歩行空間にお
いて、卒業生の皆さまのご
活躍を紹介して酪農学園の
魅力を広く伝える事を目的
とし、「酪農学園チ･カ･ホ
deマルシェ」を開催しまし
た。酪農学園大学および本学園卒業生が製造した乳製品を販
売し、大変好評を得ました。未だに新型コロナウイルス感染
症の収束が見通せない中ではありますが、感染拡大防止対策
を徹底した上で、本年も右記の通り開催を予定しております。
出店者等の詳細につきましては、決まり次第、酪農学園社会
連携センターホームページ等でお知らせいたします。
　まだまだ予断を許さない状況が続きますが、一日も早い新
型コロナウイルスの収束を願いつつ、今後も感染防止対策を
徹底し、社会連携センターでは本学園が持つあらゆる知的資
源・人的資源を活用し、広く社会に貢献してまいります。引
き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

酪農学園からのお知らせ

何卒ご支援のほどよろしくお願いいたします。お問合せ
は下記のご連絡先までお願いいたします。
ＴＥＬ　（011）388-4148
E-mail　rg-kifu@rakuno.ac.jp
Ｈ　Ｐ　https://kikin.rakuno.ac.jp

酪農学園チ･カ･ホdeマルシェの
お知らせ (予定)

日　時　2022年2月9日(水) ～13日(日) 
　　　　10：30～18：30 
場　所　札幌駅前通地下広場　憩いの空間
主　催　酪農学園社会連携センター
Ｈ　Ｐ　https://exc.rakuno.ac.jp
※�やむを得ず中止もしくは延期する場合がございますので、

あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。

◆第29回ホームカミングデー予告◆
　コロナ禍で中止されていたホームカミングデーは２年
ぶりに黒澤記念講堂等を会場として開催予定です。
　白樺祭（大学祭）と同日開催となりますのでお誘いあわ
せの上、多数の同窓生のご参加をお待ちしております。当
日は同窓生や教職員の永眠者追悼礼拝も予定しています。

記
開催日時：2022年７月２日（土）午後
会　　場：黒澤記念講堂　他
内　　容：記念礼拝：物故者追悼含む
　　　　　記念講演：講 師 「下村　善計氏」
　　　　　　　　　　（大学農業経済学科29期卒）
　　　　　記念講演：講師 「工藤   英一氏」
　　　　　　　　　　（本学名誉教授　農経OB）
＊詳細は決定次第、同窓会ＨＰ等でお知らせします。

編集後記
　酪農学園同窓会では理事会・代議員会が開催出来ないため
書面議決により2020年度の事業報告・収支決算、2021年度
の事業計画・収支予算案を了承いただいております。また地
区支部活動や単位同窓会活動もほとんど実施出来ない状況が
続いております。
　そのため当初計画どおりの事業や予算執行が難しいため、
三役会や理事会の開催が可能になりましたら今後の対応につ
いて改めて協議していきたいと思います。
　同窓生の皆様には健康に留意して新しい年をお迎え下さい。
心和む同窓会の再開を待ち望んでいます。
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